
２ 課題解決に向けた活動（取組と工夫）

愛知県北名古屋市農業委員会（農地マッチング支援事業創設１年目の運用状況）

○北名古屋市は尾張中部に位置し、名古屋市と隣接する都市近郊地である。水田

259haは基幹的担い手が存在するが、畑110haでは農業従事者の高齢化が進み、遊

休農地の増大が懸念されている。

○農地法第３条の改正による下限面積の撤廃に伴い、新規就農・参入を希望する者

からの問い合わせが増えつつあり、農地あっ旋への要望が高まってきている。

○農地あっ旋ニーズの受け皿として「農地マッチング支援事業」の先行事例を情報

収集し、農業委員会での協議を経て令和５年４月１日から施行した。

○推進委員を中心とした事業案内チラシの配布、並びに農地管理（雑草管理）指導

通知や農地利用意向調査通知に事業案内チラシを同封することにより、農地の管

理にお困りの方を中心に当該事業の周知・啓発を図った。

１ 地区の特徴・状況、課題

３ 活動の成果

○遊休農地または遊休農地化が懸念される農地を中心に登録が進み、遊休農地の抑制につながっていくものと感じ

ている。また、受け手の情報も蓄積されつつあり、新たな担い手となり得る方の発掘にもつながっており、今後

も積極的に農地のマッチングを促すことで、市内農地の集約・集積に資するものとしたい。

農業委員会の体制】（令和４年４月１日任期開始 新制度移行後２期目）

農業委員１４名、農地利用最適化推進委員４名、事務局職員４名

【令和５年度】


